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す絵画空間が大きく開かれたことが、結論付けられている。また、1 章から 2 章にわたって、本系譜
を通じて凝縮された物語画表現が可能となっていく、その過程も示されている。 






























































し，論文中でも詳しく解説された「The Five Chinese Brothers」のシリーズのように，物語の場面
や背景を描きこむことは，それがすなわち「説明的に何かを付け足す」ということにはならないは
ずで，むしろ「物語を生み出すような絵画」の可能性を広げることができると考えられます。また第
一章，第二章で詳しく調査し研究された物質のイメージ化をなしえた先行作家たちに比べると，西
村氏はマチエールを作り込む丁寧さ，繊細さが個性と言えます。論文で方向性を明らかにした今，
その独自性を生かしながら，構図や扱う材料，物質について実験的かつ冒険的に取り組むことで，
さらなる作品の展開と深化が大いに期待できます。 
以上のように，西村氏は制作に向き合う中で課題を見つけ，自らのこだわりを最大限に有効化し
つつ，論文という言葉での整理をなす中で，絵画作品の新たな展開に結びつけてきました。これら
を充実した論文と制作であると認め，審査教員全員一致で論文とともに展示された西村有未氏の作
品を，博士号に値するものであると判断致しました。 
 
以下にその他の審査員の意見を挙げます。 
 
・筆者は物質的なマチエールを画面上に「足す」ことにより顕在化される部分を特筆しているが，
その作業により「遮蔽」されている（されていく），強い視覚的触覚性を保ちながらも，知覚の手が
及ばない物事こそが，筆者のめざす，「語られなかった物語表現の本質」と感じた。 
・作品サイズとそれに伴う筆者の身体的制作行為への影響および関連性などに，言及の余地が残
されている。画面から直行する形で飛び出してくる絵具（の物質性）は，画面が大きくなると相対的
に薄くなり，そのことで，同じマチエールでも役割や見え方が変わってくる。 
・<人魚の母親>のシリーズでは，図形的イメージが想起させる物語性が乏しい為，語ろうとする
マチエールの物質性との関係に若干のバランスの悪さを感じた。ただし，ここでは色，質感，現象に
よる情報の肉付けを担っていたマチエールがさらに展開し，聞いた目の上のハイライト的描写を始
めていることが見られ，次の展開の可能性が感じられた。 
